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『電

気

の
友

』

誌

に

み
る
九

州

の
電

気
事

業

(Ⅵ
)

東

定

宣

昌

引
き
続
き

「し
げ
の
り
随
筆
」

(
第
百
十
七
号
の
つ
づ
き
)
を
紹
介
す
る
。
明

治
三
十
四
年

一
月
十
七
日
よ
り
二
十
二
日
の
旅
行
記
で
あ
る
。
加
藤
木
重
教
は
中

略
し
た
部
分
に
お

い
て
、
十
九
日
は
中
津
と
耶
馬
渓

に
遊
び
、

「
目
下
水
力
電
気

工
事
中
な
る

「
日
田
」

へ
は
耶
馬
漢
よ
り
十

一
、
二
里
な
る
よ
し
な
る
が
、
往
復

に
多
分
の
時
間
を
要
す
と
の
こ
と
ゆ

へ
見
ず
し
て
止
み
」
、
二
十
日
、
宇
佐
八
幡

宮

に
参
詣
し
、
二
十

一
日
は

「
未
明
よ
り
大
雨
な
り
し
が
故
に
、
此
日
は
終
日
日

名
子
の
三
階
楼
上
、
而
か
も
海
面
の
眺
望
絶
佳
な
る

一
室
に
立
て
籠
り
、
友
人
に

も
音
つ
れ
ず
、
独
り
豊
後
温
泉
案
内
等
を
旙
き

つ
》
時
を
消
し
て
」
い
る
。

長
崎
を
発
す

一
鳳
嘆

畔
雨
、
此
日
は
雨
天
に
て
旅
行
に
適
せ
ざ
れ
ば
、
久

々
に

て
談
話
会
を
催
す
べ
き

に
付
是
非
滞
在
せ
ら
る
べ
し
と
電
友
諸
氏
よ
り
の
懇
篤
な

る
す
Σ
め
も
あ
り
し
か
ど
、
九
州
中
尚
ほ
巡
覧
予
定
の
地
も
少
か
ら
ざ
る
に
、
加

へ
て
例
の
畑
英
三
郎
氏
も
帰
途
に
つ
か
る
　
と
の
事
な
れ
ば
、
折
角
の
好
侶
伴
を

失
ふ
も

口
惜
し
と
思
ひ
、
遂
に
諸
氏
の
厚
意

に
は
背
く
と
知
り
つ
Σ
も
余
は
筑
後

な
る
三
池
炭
坑
の
観
覧
を
目
的
と
し
、
同
日
午
前
五
時
廿
八
分
の
汽
車
に
塔
じ
て

長
崎
を
出
発
し
ぬ
、

(
中
略
)

三
池
炭
坑

門
司
よ
り
九
十
里
、
大
牟
田
停
車
場
に
下
車
す
、
大
牟
田
町
は
海
岸

を
距
る
こ
と
遠
か
ら
ず
、
弦

よ
り
数
町
に
し
て
三
井
家
所
有
の
三
池
炭
坑

に
達
す

る
を
得
、
鉱
山
と
い
へ
は
概
ぬ
皆
足
尾
銅

山
若
く
は
別
子
銅
山
の
如
く
鹸
岨

の
地

に
あ
る
も
の
と
の
み
思
ひ
し
に
、
計
ら
さ
り
き
三
池
炭
坑
は
海
浜
に
近
く
、
且

つ

平
担
な
る
の
地
に
在
ら
ん
と
は
、
余
は
先

つ
全
炭
坑
の
事
務
所
に
到
り
刺
を
通
じ

て
電
気
主
任
工
学
士
尾
形
次
郎
氏
に
面
会
を
請
ふ
、
暫
く
に
し
て
事
務
員
某
出
て

来
り
余
に
告
げ
て
日
く
、
同
氏
は
昨
日
新
婚

の
式
を
挙
げ
ら
れ
折
あ
し
く
不
在
な

れ
ば
、
尾
形
氏
と
同
し
く
福
岡
の
人
に
て
機
械
学
専
門
の
工
学
士
な
る
松
原
焼
氏

代
っ
て
案
内
の
労
を
と
る
ぺ
し
と
、
於
是
乎
余
は
松
原
氏
に
伴
は
れ
漸
次
全
炭
坑

を

一
覧
す
る
を
得
た
り
、
即
事
務
所
を
出
で
行
く
こ
と
数
十
歩
に
し
て

コ
ー
ク
ス

製
造
所
あ
り
、
右
は
所
謂

コ
ー
ペ
ー
式
と
称
す
る
新
式
製
造
器
械

に
て
、
自
己
の

姻
を
利
用
し
経
済
に
コ
ー
ク
ス
を
焼
く
の
装
置
な
り
と
云
ふ
、
竈

の
長
さ
三
十
尺

あ
り
て

コ
ー
ク
ス
と
な
る
ま
て
に
は
約
二
昼
夜
を
要
す
と
云

へ
り
、
而
し
て
之
を

竈
よ
り
押
し
出
す
に
は
総
て
汽
力
を
使
用
し
居
れ
り
、
且
つ
コ
ー
ク
ス
の
材
料
た

る
石
炭
を
精
選
す
る
に
も
デ
ン
シ
チ
ー
の
差
異
を
利
用
す
る
等
、
悉
く
学
理
を
応

用
し
て
其
規
模
亦
最
も
大
な
り
、

石
炭
採
掘
場
は
数

ケ
所
に
分
か
れ
て
各
坑
に
三
四
の
煉
瓦
製
煙
突
あ
り
、
気
缶

の

数
亦
大
小
百
十
五
六
基
あ
り
と
称
せ
ら
る
、

是
等
の
汽
力
は
総
て
坑
内
に
於
け
る
捲
き
揚
げ
機
械
、
坑
内
水
の
汲
上
げ
ポ
ン
プ
、

並
に
通
風
機
等

に
供
給
す
る
も

の
に
て
、
今
日
の
所
電
気
の
領
分
は
僅

に
電
燈
電

話
に
過
き
さ
る
も
・
或
る
部
分
畿

に
電
力
使
用
の
設
計
成
り
て
、
之

に
要
す
る

発
電
機

の
如
き
嚢
き
に
已
に
海
外

へ
注
文
し
た
り
と
の
こ
と
な
れ
ば
、
遠
か
ら
す

数

ケ
所

に
散
在
せ
る
数
十
基

の
汽
缶
汽
機
の
如
き
漸
次
中
央
便
宜
の
地
に
纒
め
ら

れ
、
従
ふ
て
其
数
を
も
減
ぜ
ら
る
る
に
至
る
べ
き
と
、
目
下
採
掘
所

の
重
な
る
も

の
は
宮

の
浦
、
七
浦
、
宮

の
原
、
勝
立
、
等

の
数

ケ
所
に
過
ず
と
錐
も
、
昨
年
来



起
業
費
弐
百
万
円
の
予
算
を
以
て
建
築
中

な
る
萬
田
新
坑
に
は
最
新
式
の
諸
機
械

を
据
付
中
な
り
と
云
ふ
、
而
し
て
各
炭
坑

に
は
縦
横

に
鉄
道
を
布
設
し
九
州
鉄
道

の
汽
車
と
連
絡
を
計
り
居
れ
り
、
構
内
に
於
け
る
レ
ー
ル
の
長
さ
は
十
七
哩
に
し

て
電
話
交
換
所
の
設
け
も
あ
り
、
総
て
五
十
余

ケ
所
に
通
じ
交
換
手
は
専
ら
其
土

地
の
質
撲
な
る
女
子
を
使
傭
し
居
れ
り
、
信
号
用
電
鈴
の
如
き
は
八
十
余
箇
所

に

設
け
ら
れ
て
各
種
電
池
の
数
凡
四
百
五
十
個
あ
り
、
使
用
人
の
数
は
社
員
四
百
名
、

電
気
工
夫
四
十
余
人
、
坑
夫
大
凡
五
千
五
六
百
人

(此
内
三
池
集
治
監
の
囚
徒
千

五
百
人
)
機
械
仕
上
げ
其
他
職
工
千
五
百
人
、
外
に
熊
本
監
獄
の
囚
徒
三
百
五
十

人
、
即
ち
合
計
約
五
千
人
の
多
き
に
達
し
、

一
昼
夜
平
均

の
採
堀
高
は
弐
千
五
百

噸
以
上
な
り
と
称
せ
ら
る
、
炭
質

は
最
も
良
好
な
る
が
故
に
内
国
の
需
要
も
勿
論

少
か
ら
ざ
れ
ど
、
多
く
は
坑
口
よ
り
大
牟

田
の
海
岸
ま
て
汽
車

に
て
運
送
し
、
全

所
よ
り
各
百
二
十
噸
積

の
風
帆
船
凡
弐
百
艘
を
以
て
口
の
津

へ
運
搬
し
た
る
上
、

更
に
薙
処
よ
り
三
井
家
所
有

の
汽
船
に
て
上
海
香
港
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
等

へ
輸
出
す

る
の
順
序
な
り
と
云
ふ
、
大
牟
田
は
水
浅
く
し
て
大
船
の
出
入
に
困
難
な
る
が
為

め
水
門
の
仕
掛
も
亦
之
れ
あ
り
と
聞
け
り
、

三
池
炭
坑
は
水
多
し

同
坑

に
は
水
の
湧
出
す
る
こ
と
甚
た
し
く
、

一
分
間

に
千

百
立
方
尺
の
多
き
を
出
す
と
こ
ろ
す
ら
之

れ
あ
り
、
従
て
石
炭

一
噸
を
採
掘
す
る

に
二
噸

の
水
量
を
汲
み
出
さ
ざ
る
を
得
す
と
云
ふ
位
に
て
、
之
に
要
す
る
費
用
の

み
に
て
も
頗
ぶ
る
莫
大
な
る
も

の
あ
り
と
云

へ
り
、

坑
内
の
深
さ

堅
坑
の
深
さ
は
宮
の
原
凡
五
百
灰
、
七
浦
三
百
四
十
沢
、
萬
田
六

百
余
沢
に
て
、
萬
田
は
九
百
四
十
灰
ま
で
之
を
掘
り
下
く
る
見
込
の
由
な
れ
ば
、

従
て
其
装
置
の
如
き
も
頗
ぶ
る
広
大

に
て
、
現
に
英
の
デ
ー
ピ
i
式
ポ
ン
プ
を
使

用
し
居
れ
り
、
而
か
も
坑
内
の
水
は
酸
気

を
帯
ふ
る
こ
と
甚
し
き
ゆ
え
、
ポ
ン
プ

の
如
き
は
実

に
ア
シ
ツ
ト
プ

ル
ー
フ
の
構
造
を
要
す
と
云

へ
り
、
且
つ
シ
リ
ン
ド

ル
の
直
径
四
十
二
吋
の
も
の
三
台
を
三
段

に
据
付
け
、

一
分
間
四
百
立
方
沢
の
水

を
汲
み
出
す

の
装
置
な
れ
ば
其
規
模
の
大

な
る
費
用
の
多
分
な
る
亦
推
知
す
る
に

難
か
ら
ず
、
萬
田
に
は
亦
汽
圧
百
五
十

「
ポ
ン
ド
」

に
堪
ふ
る
の
気
缶
あ
り
、

七
浦
発
電
所

は
小
高
き
所

に
あ
り
、
現
用
の
発
電
機

は
芝
浦
製
に
て
2
×
15

「
ア
ム
ペ
ア
」
弐
千

「
ボ
ル
ト
」
回
転
七
百
五
十
の
も

の

一
台
、
外
に
六
百
燈
用

一
台
を
以
て
白
熱
燈
千
九
百
個

の
内
坑
内
に
二
百
個
程
を
点
用
し
居
れ
り
、
増
設

発
電
所

は
七
浦
発
電
所
の
下
段
に
目
下
新
築
中
に
て
、
凡
六
万
五
千
円
の
費
用
を

要
す
る
見
込
の
由
に
て
、
米
国
ゼ
ネ
ラ
ル
会
社

へ
注
文
せ
し
も
の
は
大
略
左
の
如

く
な
り
と
云
ふ
、

三
相
式
二
百
五
十

「
キ
ロ
ワ

ッ
ト
」
弐
千
三
百

「
ボ
ル
ト
」
発
電
磯

一
台

弐
百
弐
十

「
ボ
ル
ト
」
五
十
馬
力
匡

大
浦
横
坑
捲
き
揚
げ
用
の
見
込

一
台

同
上

宮

の
浦
扇
風
機
用

一
台

弐
十
馬
力

モ
ー
ト
ル
ポ

ン
プ
用

二
台

製
作
場

海
岸

に
総
煉
瓦
造
の
立
派
な
る
工
場
あ
り
、
汽
缶
汽
機
其
他
機
械

の
修

理
等
他
力
を
仰
か
す
し
て
事
足
る
と
云

へ
り
、

原
動
力
の
取
捨

其
用
途
に
応
じ
て
圧
搾
空
気
を
是
と
し
汽
力
を
不
可
と
し
電
気

力
を
利
益
と
す
る
等
、
各
専
門
の
経
験
家
評
議
の
上
各
自

の
信
す

る
所
を
公
平

に

撰
定
す
る
由
に
て
、
彼

の
捲
き
揚
げ
等
の
如
く
大
な
る
力
を
要
す
る
所
に
は
汽
力

を
用
ゐ
、

コ
ー
ル
、
カ

ッ
タ
ー
等
に
は
圧
.搾
空
気
を
使
用
す
る
の
見
込
な
り
と
聞

け
り
、

三
池
炭
坑
の
沿
革

三
池

に
於
け
る
石
炭

の
発
見
は
文
明
元
年
全
地
の

一
農
夫
山

中
に
入
り
て
薪
を
採
れ
る
際
、
偶
ま
寒
さ
に
堪

へ
ず
し
て
落
葉
を
集
め
、
之
を
石

上
に
燃
し
て
暖
を
取
ら
ん
と
せ
し
と
こ
ろ
、
其
石
と
思
ひ
し
も

の
も
均
し
く
燃
上

れ
る
を
見
て
初
め
て
礁
脈

の
存
在
せ
る
を
知
り
得
た
る
に
あ
り
と
伝

ふ
、
後
ち
明

治
七
年
よ
り
同
二
十

一
年
迄
は
三
池
鉱
山
と
称
し
て
大
蔵
省
所
轄

の
下
に
採
堀
せ

ら
れ
し
を
、
同
年
三
井
家
が
四
百
五
十
万
円
余
の
年
賦
仕
払
法

に
て
之
が
払
下
げ

を
受
け
、
明
後
年
に
て
皆
済
と
な
る
の
予
定
な
る
が
、
其
坑
区
は
大
凡
壱
千
万
坪

な
り
と
云
ふ
、

(中
略
)

熊
本

長
洲
、
高
瀬
、
木
葉
、
植
木
、
池
田
等

の
各
駅
を
通
過
し
て
十
七
日
夜
十



時
熊
本
に
着
し
、
取
敢

へ
ず
洗
馬
町
研
屋
本
店
に
投
宿
し
ぬ
、

十
八
日
晴

前
七
時
半
人
力
車
を
賃
し
て
市
内
名
勝
の
見
物

に
出
掛
け
、

(
中
略
)

熊
本
電
燈
株
式
会
社

余
は
主
任
技
術
者
杉
浦
孝
太
郎
氏

に
面
会
し
て
之
を

一
覧

す
る
を
得
た
り
、
同
社
元
と
熊
本
城
の
下

に
あ
り
た
り
し
を
、
去
る
舟

一
年
四
月

本
山
村
白
川
河
畔
即
今
の
場
所

に
移
せ
る
者
な
り
、
三
十
年
開
業

の
当
時
よ
り
使

用
せ
し
東
京
石
川
島
造
船
所
製

ル
ー
ツ
ボ
イ
ラ
の

一
部
、
昨
年
十
月
十
七
日
午
后

六
時
頃
俄
然
破
烈
し
て
屋
上
の
一
坪
許
り
を
打
抜
き
た
る
為
め
、
十
二
月
十
九
日

ま
で
休
業
せ
る
こ
と
あ
り
と
云
ふ
、
其
原
因
は
当
時
尚

ほ
詳
か
な
ら
さ
り
し
も
、

水
質
の
不
良
よ
り
自
然
に
来
り
し
も
の
か
、
或
は
パ
イ
プ
に
損
所
あ
り
し
か
の
二

点
が
重
も
な
る
原
因
な
ら
ん
と
て
調
査
中

に
属
し
た
り
き
、
在
来
の
発
電
機
は
横

浜
フ
レ
ー
ザ
ー
商
会
の
供
給
に
係
る
ヱ
ヂ

ソ
ン
八
号
二
台
を
三
線
式
と
為
し
、
之

に
「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
セ
イ
フ
チ
ー
会
社
製
の
汽
機
を
使
用
し
居
れ
り
、
他
に
亦
芝
浦

製
六
十

「
キ

ロ
ワ
ッ
ト
」
弐
千
八
十

「ボ

ル
ト
」
単
相
式
交
流
発
電
機

一
台
と
同

所

製

ア

ー

ミ

ン
ク

シ

ム

ス
式

ヱ

エ
ジ

ン
を

も

使

用

せ
し

が
、

尚

ほ
新

に
米

国
隊

ラ
ル
会
社
六
十

「
キ

ロ
ワ
ッ
ト
」
弐
千
八
十

「
ボ
ル
ト
」
の
発
電
機
を
も
据
付
中

な
り
し
、
汽
缶
は
米
国
バ
ブ

コ
ッ
ク
に
て
、
直
径
四
吋
長
さ
二
十
三
眼
の
チ

ュ
ー

ブ
七
十
二
本
よ
り
成
る
も
の
に
し
て
、
外

に
ウ
オ
ー
シ
ン
ト
ン
ポ
ン
プ
三
台
を
も

使
用
せ
り
、
煙
突
は
鉄
製
直
径
五
灰
高
さ
百
二
呪
、
石
炭
は
三
十
円
内
外
に
て
十

六
燭
力
ラ
ン
プ
に
換
算
千
六
十
然
程
に
対

し

一
夜
八
千
斤
を
消
費
す
と
云
ふ
、

以
上
は
余
が
発
車
時
刻
に
差
迫
り
勿

々
に

一
覧
せ
し
概
要
に
過
ざ
れ
ば
、
記
事
中

或
は
誤
謬
の
点
あ
る
や
も
計
ら
れ
ず
、

(
中
略
)

豊
州
電
気
鉄
道
株
式
会
社

(大
分
県
下
別
府
大
分
間
海
岸
七
哩
蒸
汽
使
用
電
鉄
)

一一十
二
日
快
晴

早
朝
豊
州
電
鉄
会
社
を
訪
ひ
、
支
配
人
進
嘉
久
馬
氏
並
び
に
庶

務
課
長
藤

田
建
策
氏
に
就
き
同
社
創
立
よ
り
今
日
に
至
る
ま
で
の
実
況
を
聞
く
を

得
た
り
、
即
ち
氏
の
語
る
と
こ
ろ
に
依
れ
ば
、
去
る
明
治
二
十
六
年
の
頃
な
り
と

か
大
分
別
府
間
に
馬
車
鉄
道
布
設
の
計
画
を
為
せ
る
人
あ
り
し
、
其

一
方
恰
か
も

全
時
に
電
車
布
設
の
事
を
目
論
見
た
る

一
派
あ
り
て
、
最
初
は
馬
車
派
の
方
頗
ぶ

る
勢
力
あ
り
し
も
追
々
電
車
派
に
賛
全
す
る
も
の
多
き
を
加
ふ
る
こ
と
と
な
り
、

終

に
一
度
は
大
分
県
知
事
岩
崎
氏
の
仲
裁
迄
も
仰
く

に
至
り
た
れ
ど
、
結
局
同
県

技
師
船
引
甲
氏
等
の
賛
成
も
あ
り
て
廿
七
年
十
月
電
車
布
設
の
特
許
を
得
る
に
至

り
た
る
が
、
当
時
電
車
発
起
人
の
重
な
る
者
は
別
府

の
平
塚
恰
、
阿
部
丈
、
伊
豫

八
幡
浜
の
菊
地
行
蔵

(菊
地
氏
は
別
府
温
泉
に
遊
び
此
挙
を
賛
成
す
)
大
分

の
泰

誠

一
郎
等
の
諸
氏
に
過
ぎ
り
し
も
、
愈
よ
電
車
布
設
と
決
定
す
る
や
右
の
平
塚
菊

地
の
両
氏
は
勿
論
、
永
山
英
蔵
石
井
像
の
二
氏
も
亦
頗
ぶ
る
鞍
掌
す
る
と
こ
ろ
あ

り
た
り
き
、
然
る
に
幾
何
く
も
な
く
し
て
永
山
氏
は
死
去
し
、
石
井
氏
は
半
途
支

配
人
を
辞
し
た
る
故
、

一
時
大
分
の
弁
護
士
中
山
本
太
郎
氏
社
長
の
重
職
に
就
き

し
か
ど
、

一
昨
年
九
月
頃
大
に
社
内
の
改
革
を
行
ひ
た
る
と
共
に
役
員
を
も
改
選

し
た
る
結
果
、
中
山
氏
も
退
任
と
決
定
し
た
り
し
が
、
此
間

一
般
経
済
界
不
振
の

影
響
其
他
種

々
の
原
因
よ
り

一
方
な
ら
ざ
る
困
難
を
極
め
し
に
拘
は
ら
ず
、
工
事

は
主
任
技
師
真
木
平

一
郎
氏
の
設
計
監
督

に
依
り
漸
く
に
し
て
昨
年
五
月
十
日
電

車
三
台
を
以
て
開
業
の
運
び
と
な
り
、
遂

に

一
日
平
均
百
円
前
後
の
収
入
を
得
る

に
至
れ
る
次
第
な
り
と
云
ふ
、

現
今
同
社
重
役
井

に
社
員
左
の
如
し

豊
州
電
気
鉄
道
株
式
会
社
役
員

取
締
役
社
長

常
務
取
締
役

取

締

役

全全全全全全監

査

役

神

崎

岩

蔵

安

藤

黄
楊
三

友

岡

正

臣

朝

倉

親

為

浦

中

友
次
郎

安

部

丈

麻

生

観

八

高

屋

勝

喜

清

水

藤

七

柏

木

守

三



兼
土
木
課
長

兼
用
度
課
長

全全全全支

配

人

庶

務
課

長

運
輸

課

長

会

計
課

長

大
分
駅
長
書
記

別
府
駅
長
書
記

用
度
課
書
記

会
計
課

全

庶
務
課

全

運
輸
課

全

大
分
駅

全

会
計
簿
記
全

用
度
課

運
輸
課

用
度
課

技全発
電
部

車
輌
部

架
線
部

車
輔
部

雇全全手雇全全全

安

部

三

郎

高

橋

孫
三
郎

浜

崎

丑

治

後

藤

喜
太
郎

進

嘉

久

馬

藤

田

建

策

永

野

演

策

加

藤

先

人

吉

富

熊
太
郎

柳

喜

太

郎

戸

方

功

田

口

乙

吉

永

井

卯
三
郎

大

塚

経
太
郎

田

原

庸

平

吉

富

崎
次
郎

工

藤

両

平

江

藤

金

吾

吉

田

次

男

名

和

篠

吉

上

田

謙

吉

山

内

広

孝

形

部

明

十

古

山

稲
次
郎

吉

田

静

馬

別

府

賃

額銭

一
等
四

二
等
三

三
等
二

浜

脇

賃

額銭五四三

一
等
四

二
等
三

三
等
二

鎌

崎

賃

額銭六五四五四三

一
等
四

二
等
三

三
等
二

椚

山

賃

額銭
一
〇八六九七五六五四

一
等
四

二
等
三

三
等
二

田

ノ
浦

賃

額銭
一
三

一
〇八

(
=
カ
)
二九七

一
〇八六六五四

一
等
四

二
等
三

三
等
二

白

木

賃

額銭
一
六

二

二

一
〇

一
五

一
二九

=
二

一
〇八

一
〇八六六五四

一一一箋
三
等
二

菌

茗

賃

額
一一一

銭八四一

一
六

=

二

一
〇

一
五

一
二九=

九七九七五五四三

一
等
四

二
等
三

三
等
二

駄

原

賃

額銭
二
〇

一
六

一
二

一一

八五一

一一一

六三〇
=
二

一
〇八

一
〇八六砿四五四三

一
等
四

二
等
三

三
等
二

堀

川

賃

額銭
二
〇

一
六

一
二

二
〇

一
六

一
二

一一一

八四一

一
五

一
二九一九七九七五六五四五四三

一
等
四

二
等
三

三
等
二

大

分

一一



ハ域
)

猶
現
今
営
業
し
つ
～
あ
る
電
車
の
区
城

は
別
府
大
分
間
単
軌
道
七
哩
に
し
て
、

一

日
の
乗
客
平
均
千
人
の
収
入
金
百
円
内
外
を
得
、
石
炭
は

一
日
平
均
四
千
斤
を
消

費
し
、
其
相
場
は
約
弐
拾
八
円
な
る
も
、

昨
年
八
月
大
分
祭
礼

の
時

の
如
き
は
電

車
五
台
を
運
転
し
て
三
百
円

の
収
入
を
得
た
る
の
有
様
な
れ
ば
、
当
初
は
屡
ば
人

力
車
夫

の
妨
害
も
之
あ
り
し
か
ど
、
爾
来
格
別
の
事
も
な
く
、
従
て
今
日
は
此
間

に
於
け
る
人
力
の
営
業
者
は
殆
ん
ど
皆
無

の
有
様
な
り
し
と
云
ふ
、

電
車
開
通
後
の
過
失

昨
年
十
二
月
西
大
分
町
内
に
て
三
才
の
男
児
が
レ
ー
ル
を

隔
て
た
る
向
側

の
店
舗
に
菓
子
買
ひ
に
行
き
た
る
其
帰
る
さ
、
母

の
招
ぐ
に
応
じ

急
ぎ
て
レ
ー
ル
を
横
切
る
途
端
、
過
て
大
怪
我
を
来
た
し
た
る
に
依
り
、
被
害
者

は
遂
に
会
社

に
向
て
七
千
円
の
損
害
要
償
を
申
出
で
た
る
為
め
、
明
日
右
公
判
の

開
廷
あ
る
都
合
な
り
と
云
ひ
居
ら
れ
き
、

発
電
所

は
別
府
の
海
浜
に
在
り
、
此
附
近
は
地
盤
の
悪
し
き
が
た
め
に
汽
機
、

汽
缶
、
発
電
機
据
付

の
地
形
等
に
約
三
千
円
程
を
要
し
た
り
と
の
こ
と
な
る
が
、

建
物
は
木
造

に
し
て
構
内
に
は
高
く
ア
ー
ク
燈
を
点
じ
、
其
状
恰
も
燈
明
台
の
如

く
な
る
を
見
る
、

発
電
機

直
流
式
米
国
ゼ
ネ
ラ
ル
会
社
製
五
百
五
十

「
ボ

ル
ト
」
二
百

「
ア
ン

ペ
ア
」
速
力
六
百
回

(
C
l
a
s
s
6
-
1
1
0
-
6
0
0

)

配
電
臨
)器
具
完
備
す

汽

機

米
国

マ
ッ
キ
ン
ト
ン
、
シ
ー

モ
ー
ル
会
社
製

コ
ン
ポ
ゥ
ン
ド

汽

缶

兵
庫
鉄

工
所
製
二
個
其

一
は
予
備

ポ
ン
プ
B
l
a
k
e
 
S
p
e
c
i
a
l
 

煙

突

鉄
製
門
司
製
直
径
三
尺
三
寸
高
さ
九
十
尺

(支
線
を
二
段
に
と
る
)

汽
缶
用
水
は
十
五
丁
先
き

の
山
よ
り
引
用
す
る
も

の
に
し
て
、
水
質
も
よ
く
水
量

も
豊
な
り
と
云
ふ
、

線
路

別
府
大
分
間
は
殆
ん
と
全
線
路
海
岸
に
沿
ひ
て
、
而
か
も
屈
曲
最
も
多
き

平
垣

の
道
路
上

ヘ
レ
ー
ル
四
を
布
設
し
た
る
も
の
な
れ
ど
、
定
規
の
道
幅
と
為
す
が

為
め
、
又
は
防
護
用
と
し
て
海
岸

に
所

々
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
以
て
継
き
合
し
た

る
石
垣
を
築
た
れ
ば
、
工
費
も
亦
以
外
に
多
か
り
し
こ
と
x
信
ず
、
韻
電
線
は
別

府
大
分
間
十
二
個
十
九
個
撚
り
の
和
製
ゴ
ム
線
凡

一
哩
を
使
用
し
た
る
外
は
総
て

綿
巻
線
の
由
、
電
車
線
は
零
番
裸
線

一
条
を
道
側
の
電
柱
よ
り
突
出
し
た
る
腕
金

に
て
支

へ
あ
り
と
錐
、
海
辺
あ
れ
ば
酸
化
を
防
く
た
め
錫
め
つ
き
と
為
し
、
レ
ー

ル
は
総
て
四
十

「
ポ
ン
ド
」

の
形
な
り
き
、

車
台

は
ペ

ッ
ク
ハ
ム
製
に
し
て
、
車
体
は
東
京
井
上
氏
工
場
の
製
造

に
係
る
、

オ
ーヂ
ン

㌶
ε

而
し
て
最
初
は
夏
向
き

の
開
放
形
を
注
文
せ
し
た
め
頗
る
当
感
せ
し
と
の
こ
と
な

り
し
が
、
今
日
は
全
く
普
通

の
車
体
と
な
る
に
至
れ
り
、
営
業
用
モ
ー
ト
ル
カ
ー

は
五
台
に
て
、

一
車
に
二
十
五
馬
力
モ
ー
ト
ル
弐
個
を
据
付
け
あ
れ
ば
、

一
車
都

合
五
十
馬
力
の
割
合
な
り
、
而
し
て
此
内
に
芝
浦
製
モ
ー
ト
ル
、
カ
ー
弐
輔
あ
れ

と
も
他
は
皆
舶
来
品
な
り
と
云
ふ
、

(
後
略
)

(
『
電
気
之
友

』
第

一
一
九
号

明
治
三
十
四
年
六
月
)


